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「
Ｐ
ｅ
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・
友
」
第
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（
二
○
○
五
年
四
月
発
行
）
掲
載 

 

漢
字
文
化
圏
の
知
恵
比
べ 

 

酒 

井 

寿 

紀 

 
 

本
稿
で
は
、
中
国
語
、
日
本
語
、
朝
鮮
語
で
の
漢
字
の
使
い
方
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
。
も
ち
ろ
ん
漢
字
は
中
国
で
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
こ

れ
ら
の
国
で
使
わ
れ
て
い
る
、
漢
字
を
使
っ
た
言
葉
は
、
ど
の
国
で
作
ら
れ
た
も

の
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
？ 

そ
し
て
、
現
在
一
番
う
ま
く
漢
字
を
活
用
し
て
い
る

の
は
、
は
た
し
て
ど
の
国
だ
ろ
う
か
？ 

中
国
語
や
朝
鮮
語
を
ろ
く
に
知
ら
な
い
者
が
、
数
少
な
い
経
験
や
、
少
数
の
辞

書
を
頼
り
に
書
き
、
大
胆
な
推
定
も
加
え
た
の
で
、
多
分
間
違
い
も
あ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
も
し
誤
り
に
気
付
か
れ
た
ら
、
ご
教
示
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

中
国
人
の
旺
盛
な
造
語
力 

 

「
花
様
滑
氷
」
っ
て
何
？ 

は
じ
め
に
ク
イ
ズ
を
二
、
三
。
先
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
の
問
題
か
ら
。 

「
中
国
語
で
『
手
球
』
っ
て
何
で
し
ょ
う
？
」 

こ
れ
は
易
し
い
で
し
ょ
う
。
答
え
は
文
字
通
り
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
」
。 

「
で
は
、
『
足
球
』
っ
て
何
で
し
ょ
う
？
」 
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こ
れ
も
易
し
い
で
し
ょ
う
。
答
え
は
「
サ
ッ
カ
ー
」
。 

日
本
で
は
昔
、
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
を
「
蹴
球
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
中
国
で
は

「
足
球
」
と
言
う
。
「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
の
直
訳
で
あ
る
。 

「
で
は
、
『
籃
球
』
と
は
？
」 

ヒ
ン
ト
は
、
「
籃
」
と
は
「
か
ご
」
の
こ
と
。 

答
え
は
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
。
日
本
で
は
昔
「
籠
球
（
ロ
ウ
キ
ュ
ウ
）
」

と
言
っ
て
い
た
。
「
籠
」
も
「
籃
」
と
同
じ
で
、
「
か
ご
」
の
こ
と
で
あ
る
。 

「
で
は
、
『
網
球
』
は
？
」 

こ
れ
は
「
テ
ニ
ス
」
。
「
庭
球
」
と
は
言
わ
な
い
。 

「
で
は
、
『
棒
球
』
は
？
」 

こ
れ
は
「
野
球
」
。
「
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
な
の
で
「
塁
球
」
で
も
よ
さ
そ
う
な

も
の
だ
が
、
中
国
人
も
日
本
人
も
別
の
名
前
を
付
け
た
。 

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
は
「
排
球
」
と
言
う
。
こ
れ
は
日
本
で
も
同
じ
だ
っ
た
。 

球
技
を
離
れ
て
、
「
滑
雪
」
と
は
？ 

雪
の
上
を
滑
る
ス
ポ
ー
ツ
、
す
な
わ
ち

「
ス
キ
ー
」
。
同
様
に
し
て
「
滑
氷
」
が
「
ス
ケ
ー
ト
」
。 

で
は
、
「
花
様
滑
氷
」
と
は
？ 

こ
れ
は
「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
」
。
な
る

ほ
ど
、
花
の
様
に
氷
の
上
を
滑
る
、
か
。 

現
在
の
中
国
で
は
「
様
」
「
氷
」
な
ど
は
簡
体
字
を
使
う
の
だ
が
、
日
本
人
に

は
分
ら
な
い
字
が
多
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
の
漢
字
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
日
本
の
漢
字
を
使
わ
せ
て
頂
く
。 

日
本
語
で
は
英
語
を
カ
ナ
書
き
す
る
ス
ポ
ー
ツ
用
語
が
多
い
が
、
中
国
語
に
は

カ
ナ
の
よ
う
な
表
音
文
字
が
な
い
か
ら
、
す
べ
て
漢
字
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
の
名
前
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
野
球
だ
と
、「
ス
ト
ラ
イ
ク
」
が
「
好

球
」
、
「
ボ
ー
ル
」
が
「
壊
球
」
、
「
セ
ー
フ
」
が
「
安
全
」
、
「
ア
ウ
ト
」
が

「
出
局
」
だ
そ
う
だ
。 

こ
の
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
言
葉
が
外
国
語
の
意
味
を
漢
字
で
表
し
て
い
る
が
、
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中
に
は
外
国
語
の
音
を
そ
の
ま
ま
漢
字
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
「
ゴ
ル

フ
」
は
「
高
爾
夫
球
」
、
「
マ
ラ
ソ
ン
」
は
「
馬
拉
松
」
と
言
う
。 

 

「
低
音
提
琴
」
っ
て
何
？ 

次
に
音
楽
関
係
の
言
葉
を
少
々
。 

「
中
国
語
で
『
小
提
琴
』
っ
て
何
で
し
ょ
う
？
」 

答
え
は
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」
。
最
近
は
聞
か
な
い
が
、
日
本
で
も
昔
は
「
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
」
の
こ
と
を
「
提
琴
」
と
言
っ
て
い
た
。 

「
で
は
、
『
大
提
琴
』
っ
て
何
で
し
ょ
う
？
」 

答
え
は
「
チ
ェ
ロ
」
。 

「
で
は
、
『
低
音
提
琴
』
は
？
」 

答
え
は
「
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
」
。 

中
国
語
で
は
、
ラ
ッ
パ
の
こ
と
を
「
号
（
ハ
オ
）
」
と
い
う
。
「
で
は
、
『
小

号
』
っ
て
何
で
し
ょ
う
？
」 

答
え
は
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」 

「
で
は
、
『
長
号
』
は
？
」 

答
え
は
「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
」 

「
短
号
」
は
「
コ
ル
ネ
ッ
ト
」
、
「
円
号
」
は
「
ホ
ル
ン
」
だ
そ
う
だ
。 

「
で
は
、
『
黒
管
』
と
は
？
」 

答
え
は
、
黒
い
管
楽
器
、
つ
ま
り
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
」
。
今
度
は
大
き
さ
や
形

で
な
く
、
色
で
来
た
。
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
」
は
「
単
簧
管
」
と
も
言
う
。
「
簧
」

と
は
、
振
動
し
て
音
を
出
す
リ
ー
ド
の
こ
と
を
言
う
。 

「
で
は
、
『
双
簧
管
』
と
は
？
」 

答
え
は
「
オ
ー
ボ
エ
」
。
リ
ー
ド
の
違
い
で
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
」
と
「
オ
ー
ボ

エ
」
を
区
別
し
て
い
る
。 

「
で
は
、
『
大
管
』
は
？
」 



 4

答
え
は
「
バ
ス
ー
ン
」
。 

「
フ
ル
ー
ト
」
が
「
長
笛
」
、
「
ピ
ッ
コ
ロ
」
が
「
短
笛
」
だ
そ
う
だ
。 

楽
器
の
名
前
の
中
国
語
を
覚
え
れ
ば
、
そ
の
形
や
構
造
ま
で
分
か
っ
て
し
ま
う
。 

ま
た
、
「
ソ
プ
ラ
ノ
」
は
「
女
高
音
」
、
「
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
」
は
「
女
中
音
」
、

「
ア
ル
ト
」
は
「
女
低
音
」
、
「
テ
ノ
ー
ル
」
は
「
男
高
音
」
、
「
バ
リ
ト
ン
」

は
「
男
中
音
」
、
「
バ
ス
」
は
「
男
低
音
」
と
言
う
の
で
、
聞
い
た
だ
け
で
、
男

女
の
差
や
音
域
が
分
る
。 

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
が
「
交
響
曲
」
、
「
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」
が
「
協
奏
曲
」
、

「
ソ
ナ
タ
」
が
「
奏
鳴
曲
」
な
の
は
日
本
と
同
じ
だ
が
、
こ
れ
ら
は
ど
っ
ち
が
先

に
名
付
け
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

「
ナ
ノ
秒
」
を
中
国
語
で
何
と
い
う
？ 

ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
だ
い
た
い
訳
し
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、

も
う
そ
ん
な
に
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
用
語
と
な
る
と
、
毎
年
の
よ
う
に
新
し
い
言
葉
が
大
量
に
生
ま
れ
る
の
で
大

変
だ
。 

私
は
二
○
年
ほ
ど
前
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
中
国
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、
通
訳
の
中
国
語
を
聞
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
英
語

を
そ
の
ま
ま
カ
タ
カ
ナ
に
し
て
使
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
用
語
に
す
べ
て
中

国
語
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
驚
い
た
。
例
え
ば
、
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

「
程
序
」
、
「
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
」
を
「
硬
件
」
、
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
を
「
軟
件
」

と
言
う
。
そ
し
て
「
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
中

間
の
よ
う
な
も
の
）
」
に
も
「
固
件
」
と
い
う
言
葉
が
ち
ゃ
ん
と
用
意
さ
れ
て
い

る
。
「
磁
帯
」
が
「
磁
気
テ
ー
プ
」
、
「
磁
盤
」
が
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
」
な
の
は

だ
い
た
い
見
当
が
つ
い
た
。 

半
導
体
の
進
歩
で
、
回
路
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
る
と
、
使
う
単
位
が
変
わ
る
。
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そ
の
度
に
新
し
い
言
葉
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
秒
の
一
、
○
○
○
分
の

一
の
「
ミ
リ
秒
」
は
「
亳
秒
」
、
そ
の
一
、
○
○
○
分
の
一
の
「
マ
イ
ク
ロ
秒
」

は
「
微
秒
」
と
言
う
。
そ
の
ま
た
一
、
○
○
○
分
の
一
の
「
ナ
ノ
秒
」
に
な
る
と
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ベ
テ
ラ
ン
の
通
訳
も
分
ら
な
く
な
り
、
辞
書
を
引
い
て
調
べ
て

い
た
。
こ
れ
は
「
亳
微
秒
」
と
言
う
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
技
術
が
進
歩
し
、
最
近

は
「
ナ
ノ
秒
」
の
一
、
○
○
○
分
の
一
の
「
ピ
コ
秒
」
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
「
微
微
秒
」
と
か
「
皮
秒
」
と
呼
ば
れ
る
。
「
皮
」
の
中
国
音
は
「
ピ
」

で
、
こ
れ
は
「
ピ
コ
」
の
音
か
ら
来
た
も
の
だ
。 

最
近
の
用
語
で
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
は
「
互
聯
網
」
、
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
」
は
「
網
站
」
、
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
は
「
主
頁
」
、
「
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
ロ
ー
カ
ル
・

エ
リ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
」
は
「
局
域
網
」
と
言
う
。
技
術
の
進
歩
が
激
し
い

分
野
で
は
、
言
葉
を
作
る
の
が
さ
ぞ
大
変
だ
ろ
う
。
ご
苦
労
様
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

「
津
巴
布
韋
」
っ
て
ど
こ
の
国
？ 

一
九
八
一
年
に
中
国
に
行
っ
た
と
き
、
長
安
街
の
広
い
通
り
を
横
断
し
て
、

延
々
と
万
国
旗
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
国
賓
が
来
訪
し
た
と
き
の
慣
わ
し
だ

っ
た
。
ど
こ
の
国
の
人
だ
ろ
う
と
「
人
民
日
報
」
を
見
る
と
、
「
津
巴
布
韋
」
の

人
だ
と
書
い
て
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
に
駐
在
し
て
い
た
中
国
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ
の

人
も
、
ど
こ
の
国
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
あ
と
で
当
時
発
刊
早
々
の
「China 

D
aily

」
を
見
て
、
そ
れ
が
「
ジ
ン
バ
ブ
エ
」
だ
と
分
か
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、カ
ナ
の
な
い
中
国
で
は
固
有
名
詞
も
す
べ
て
漢
字
で
表
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

日
本
で
も
昔
は
、
国
名
の
表
記
に
漢
字
を
使
っ
て
い
た
。「
ア
メ
リ
カ
」
は
「
亜

米
利
加
」
、
「
イ
ギ
リ
ス
」
は
「
英
吉
利
」
、
「
フ
ラ
ン
ス
」
は
「
仏
蘭
西
」
、

「
ド
イ
ツ
」
は
「
独
逸
」
な
ど
で
あ
る
。
中
国
で
は
、「
ア
メ
リ
カ
」
は
「
美
国
」
、

「
フ
ラ
ン
ス
」
は
「
法
国
」
、
「
ド
イ
ツ
」
は
「
徳
国
」
と
書
く
。
従
っ
て
、
日
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本
語
で
の
漢
字
の
国
名
は
日
本
で
付
け
ら
れ
た
も
の
だ
。 

し
か
し
、
日
本
で
は
こ
う
い
う
漢
字
で
の
表
記
を
や
め
、
カ
ナ
書
き
に
し
て
し

ま
っ
た
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
、
「
米
」
、
「
英
」
、
「
仏
」
、
「
独
」
な
ど
は

昔
使
わ
れ
て
い
た
漢
字
表
記
の
名
残
で
あ
る
。
主
な
国
で
、
日
本
語
と
中
国
語
の

漢
字
表
記
が
同
じ
な
の
は
「
英
国
」
だ
け
で
あ
る
。
「
英
」
の
中
国
音
は
「
イ
ン
」

な
ど
で
、
中
国
人
が
「England

」
の
音
か
ら
名
付
け
、
日
本
語
が
そ
れ
を
取
り

入
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

カ
ナ
の
な
い
中
国
で
は
、
漢
字
で
の
表
記
を
や
め
る
わ
け
に
い
か
ず
、
「
ジ
ン

バ
ブ
エ
」
な
ど
新
し
い
国
が
誕
生
す
る
度
に
、
ど
う
い
う
漢
字
で
表
す
か
を
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

し
か
し
、
国
の
名
前
は
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
ま
だ
い
い
。
町
や
村
に
な
る
と
無

数
に
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
は
い
い
と
し
て
も
、
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
原
子

炉
爆
発
」
な
ど
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
く
る
と
、
放
送
局
や
新
聞
社
は
、

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
を
漢
字
で
ど
う
書
く
か
を
即
刻
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
人
民
日
報
」
や
「
中
央
電
視
台
（
国
営
の
放
送
局
）
」
が
使
っ
た
漢
字
が
標
準

に
な
る
の
だ
と
聞
い
た
が
、
統
一
さ
れ
る
ま
で
に
は
か
な
り
混
乱
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

地
名
の
漢
字
表
記
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
外
国
語
の
音
を
漢
字
で
表
し
た
も
の

だ
が
、
中
に
は
そ
の
意
味
か
ら
名
付
け
た
も
の
も
あ
る
。
「O

xford

」
を
「
牛

津
」
、
「Cam

bridge

」
を
「
剣
橋
」
と
い
う
の
は
こ
の
類
だ
。
こ
う
い
う
ダ
ジ

ャ
レ
的
命
名
は
日
本
に
も
あ
り
、
昔
「H

ollyw
ood

」
を
「
聖
林
」
と
書
い
て
い

た
。
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
、
中
国
で
は
「
好
莱
塢
」
と
書
く
。
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
」
を
中
国
語
で
「
旧
金
山
」
と
言
う
の
は
、
か
つ
て
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

の
名
残
だ
ろ
う
か
？ 

日
本
で
は
昔
「
桑
港
」
と
書
い
て
い
た
が
こ
れ
は
中
国
で

は
使
わ
れ
な
い
。 

し
か
し
地
名
は
ま
だ
い
い
。
人
名
に
な
る
と
も
っ
と
大
変
だ
。 

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
、
レ
ー
ガ
ン
、
ブ
ッ
シ
ュ
、
ク
リ
ン
ト
ン
と
変
わ
る
度
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に
漢
字
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
も
の
を
書
い
た
り
話
し
た
り
す

る
人
は
こ
れ
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ス
に
登
場
す
る

無
数
の
外
国
人
の
名
前
を
、
犯
罪
者
の
名
前
に
至
る
ま
で
す
べ
て
漢
字
に
し
な
い

と
い
け
な
い
の
だ
か
ら
大
変
な
騒
ぎ
だ
。 

海
外
の
企
業
の
名
前
も
全
部
漢
字
に
す
る
。
私
が
前
に
中
国
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
を
し
た
と
き
、
通
訳
の
人
が
「
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル
ド
」
の
中

国
名
を
思
い
出
せ
な
く
て
立
ち
往
生
し
て
し
ま
っ
た
。
私
が
「
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ
ル

ド
」
と
言
っ
た
の
で
、
多
く
の
聴
講
者
に
は
分
っ
た
の
だ
が
、
ち
ゃ
ん
と
決
ま
っ

て
い
る
漢
字
に
直
さ
な
い
と
通
訳
の
仕
事
を
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
の
だ
。
こ
れ

は
中
国
語
で
「
仙
童
」
と
い
う
の
だ
そ
う
だ
。
ち
な
み
に
、
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
」

は
「
微
軟
」
、
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
（International Business M

achine

）
」 

は
「
国
際
商
用
機
器
」
に
な
る
。
通
訳
も
大
変
だ
。 

中
国
へ
行
く
と
カ
ナ
の
有
難
さ
が
よ
く
分
か
る
。
カ
ナ
は
日
本
語
の
最
大
の
発

明
で
は
な
か
ろ
う
か
？ 

 

「
金
へ
ん
」
に
「
由
」
と
書
い
て
何
と
読
む
？ 

今
ま
で
は
、
既
製
の
漢
字
を
使
っ
て
、
欧
米
の
言
葉
を
表
わ
す
話
だ
っ
た
。
し

か
し
中
国
人
は
、
「
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
概
念
だ
」
と
思
う
と
、
新
た
に
漢
字

を
作
っ
て
し
ま
う
。
近
年
も
元
素
を
表
す
漢
字
を
大
量
に
作
っ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
ま
た
ク
イ
ズ
。 

「
『
氢
』
は
何
と
い
う
元
素
？
」 

ヒ
ン
ト
は
、
「
気
が
ま
え
」
の
中
は
「
軽
」
の
つ
く
り
と
同
じ
。 

正
解
は
、
最
も
軽
い
気
体
、
す
な
わ
ち
「
水
素
」
。
（
以
下
、
元
素
の
漢
字
の

由
来
は
筆
者
の
推
定
） 

「
で
は
、
『
氮
』
は
？
」 

ヒ
ン
ト
は
、
「
炎
」
は
「
淡
」
の
つ
く
り
。 
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正
解
は
、
無
味
無
臭
で
淡
泊
な
「
窒
素
」
。 

「
で
は
、
『
気
が
ま
え
』
の
中
に
『
養
』
は
？
」 

正
解
は
、
わ
れ
わ
れ
動
物
を
養
っ
て
く
れ
る
「
酸
素
」
。
も
っ
と
も
、
最
近
の

簡
体
字
で
は
こ
の
字
は
「
氧
」
と
書
く
。
「
養
」
も
「
羊
」
も
中
国
語
で
は
音
が

同
じ
「
ヤ
ン
」
な
の
で
、
字
画
の
少
な
い
字
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、

そ
の
た
め
字
の
意
味
が
ま
っ
た
く
分
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
余
談
。
同
音
の
簡
単
な
字
で
簡
体
字
を
作
っ
た
も
の
は
ほ

か
に
も
多
い
。
例
え
ば
、
「
億
」
は
「
亿
」
、
「
憶
」
は
「
忆
」
と
書
く
。
こ
れ

は
「
意
」
も
「
乙
」
も
音
が
「
イ
」
だ
か
ら
だ
。
「
酒
」
も
「
九
」
も
「
ジ
ウ
」

な
の
で
、
「
酒
」
を
「
さ
ん
ず
い
へ
ん
」
に
「
九
」
と
書
い
て
い
た
時
期
が
あ
っ

た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
さ
す
が
に
評
判
が
悪
く
、
止
め
た
と
い
う
。
酒
瓶

に
こ
ん
な
字
が
書
い
て
あ
っ
た
の
で
は
、
酒
を
飲
ん
だ
気
が
し
な
か
っ
た
た
め
だ

ろ
う
。 

さ
て
、
元
素
の
ク
イ
ズ
に
戻
っ
て
、
別
の
部
首
で
、「
『
碳
』
は
何
で
し
ょ
う
？
」 

こ
れ
は
簡
単
で
し
ょ
う
。
正
解
は
「
炭
素
」
。 

「
で
は
、
『
铂
』(

こ
の
字
の
「
へ
ん
」
は
「
金
へ
ん
」
の
簡
体
字)
は
？
」 

こ
れ
も
簡
単
。
答
え
は
「
白
金
」
。 

そ
の
他
は
、
欧
米
の
元
素
名
の
音
か
ら
取
っ
た
も
の
が
多
い
。 

「
氟
」
が
「
フ
ッ
素
」
、
「
氩
」
（
「
気
が
ま
え
」
の
中
は
「
亜
」
の
簡
体

字
）
が
「
ア
ル
ゴ
ン
」
。
「
钠
」
が
「
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
、
「
钴
」
が
「
コ
バ
ル
ト
」
、

「
镭
」
が
「
ラ
ジ
ウ
ム
」
、
「
铀
」
が
「
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
」
。 

こ
う
し
て
、
原
子
番
号
一
○
三
番
の
「
ロ
ー
レ
ン
シ
ウ
ム
」
の
「
铹
」
（
「
つ

く
り
」
は
「
労
」
の
簡
体
字
）
ま
で
漢
字
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の

中
に
は
、
「
金
」
「
銀
」
「
錫
」
「
銅
」
「
鉄
」
な
ど
、
昔
か
ら
あ
る
漢
字
も
あ

る
が
、
大
半
は
こ
こ
二
百
年
以
内
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、
こ
こ
で
元
素
を
離
れ
て
、
超
難
問
を
一
つ
。 
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「
『
乒
乓
』
っ
て
何
で
し
ょ
う
？
」 

第
一
ヒ
ン
ト
、
「
最
近
の
中
国
語
は
み
ん
な
横
書
き
で
す
」 

第
二
ヒ
ン
ト
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
名
前
」 

第
三
ヒ
ン
ト
、
「
『
兵
』
の
中
国
語
の
音
は
『
ピ
ン
』
」 

正
解
は
「
ピ
ン
ポ
ン
」
。
二
人
で
卓
球
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

元
素
名
は
ま
だ
し
も
、こ
ん
な
変
な
漢
字
を
ポ
ン
ポ
ン
作
ら
れ
た
ら
た
ま
っ
た

も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
び
に
印
刷
屋
は
活
字
を
作
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
屋
は
フ

ォ
ン
ト
を
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

旺
盛
な
「
造
語
力
」
は
結
構
だ
が
、
旺
盛
す
ぎ
る
「
造
字
力
」
に
は
困
っ
た
も

の
だ
。 

 

日
本
人
も
負
け
て
な
か
っ
た 

 

「
哲
学
」
も
「
心
理
学
」
も
日
本
人
が
名
付
け
親 

中
国
へ
行
く
と
、
耳
で
中
国
語
は
聞
き
取
れ
な
く
て
も
、
新
聞
と
か
街
の
看
板

に
何
が
書
い
て
あ
る
か
は
大
体
分
か
る
。
こ
れ
は
日
本
語
と
共
通
の
言
葉
が
非
常

に
多
い
た
め
で
あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
簡
体
字
に
は
慣
れ
る
必
要
が
あ
る
。
例

え
ば
、
「
業
」
は
「
业
」
、
「
廠
」
は
「
厂
」
、
「
開
」
は
「
开
」
な
ど
と
、
元

の
字
の
ご
く
一
部
だ
け
で
済
ま
せ
て
し
ま
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、「
衛
」
が
「
卫
」
、

「
無
」
が
「
无
」
に
な
る
の
は
、
日
本
人
の
想
像
を
絶
す
る
。 

こ
の
簡
体
字
に
さ
え
慣
れ
れ
ば
、
日
本
人
に
も
分
る
言
葉
が
多
い
。
例
え
ば
政

治
の
世
界
で
は
、
「
民
主
主
義
」
、
「
共
和
国
」
、
「
政
党
」
な
ど
、
経
済
の
世

界
で
は
、
「
銀
行
」
、
「
金
融
」
、
「
景
気
」
な
ど
、
学
問
の
世
界
で
は
、
「
哲

学
」
、
「
科
学
」
、
「
数
学
」
、
「
物
理
学
」
、
「
化
学
」
な
ど
皆
日
本
語
と
同

じ
で
あ
る
。 

ま
た
数
学
で
は
、
「
代
数
」
、
「
幾
何
」
、
「
微
分
」
、
「
積
分
」
、
「
方
程
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式
」
、
「
双
曲
線
」
な
ど
も
同
じ
だ
。
科
学
技
術
の
世
界
で
は
、
「
原
子
」
、
「
電

子
」
、
「
有
機
物
」
、
「
無
機
物
」
、
「
半
導
体
」
、
「
変
圧
器
」
、
「
顕
微
鏡
」
、

「
望
遠
鏡
」
な
ど
も
同
じ
で
あ
る
。 

同
じ
と
い
う
こ
と
は
、
一
方
が
先
に
使
い
出
し
、
他
方
が
真
似
を
し
た
と
い
う

こ
と
だ
。
日
本
の
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
は
、
日
本
が
中
国
の
真
似

を
し
た
。
し
か
し
、
欧
米
の
言
葉
の
訳
語
に
つ
い
て
は
ど
っ
ち
が
真
似
を
し
た
の

だ
ろ
う
か
？ 

「
哲
学
」
と
「
心
理
学
」
と
い
う
言
葉
は
幕
末
の
蘭
学
者
の
西 

周
（
に
し 

あ

ま
ね
）
が
作
っ
た
と
い
う
。
ま
た
「
倫
理
学
」
も
日
本
人
の
命
名
だ
そ
う
だ
。
従

っ
て
、
こ
れ
ら
の
学
問
に
関
連
す
る
用
語
に
は
、
日
本
人
が
名
付
け
た
も
の
が
多

い
は
ず
で
あ
る
。
「
元
素
」
と
い
う
言
葉
も
江
戸
時
代
の
蘭
学
者
が
使
い
出
し
た

と
い
う
。 

こ
れ
ら
の
例
と
、
一
九
世
紀
以
降
の
欧
米
の
文
化
の
摂
取
状
況
か
ら
見
て
、
日

本
が
元
祖
の
言
葉
が
非
常
に
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
現
在
の
中
国
の
新

聞
・
雑
誌
で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
に
つ
い
て
言
え
ば
、
欧
米
の
言
葉
の
訳
語
が
非

常
に
多
い
た
め
、
日
本
人
が
作
っ
た
言
葉
が
相
当
な
割
合
を
占
め
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。 

た
だ
、
欧
米
の
学
術
用
語
の
訳
語
に
も
中
国
が
元
祖
の
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、

「
幾
何
」
は
中
国
音
が
「
チ
ー
ホ
ー
」
で
、
こ
れ
は
「geom

etry

」
の
「geo

」

の
音
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。
数
学
の
「function

」
に
対
し
「
函
数
」
（
「
函
」

の
中
国
音
は
「
ハ
ン
」
）
の
字
を
当
て
た
の
も
中
国
人
と
言
わ
れ
る
。 

 

「
月
曜
日
」
は
日
本
製 

中
国
語
と
日
本
語
に
は
共
通
の
言
葉
が
多
い
が
、
違
う
言
葉
も
か
な
り
あ
る
。

そ
の
た
め
、
気
を
つ
け
な
い
と
ひ
ど
い
目
に
あ
う
。 

「
自
動
車
」
の
こ
と
を
中
国
語
で
は
「
汽
車
」
と
言
う
。
日
本
語
の
「
汽
車
」
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は
中
国
で
は
「
火
車
」
だ
。
「
自
転
車
」
は
「
自
行
車
」
と
言
う
。 

「
階
段
」
は
「
階
梯
」
で
、
「
一
階
、
二
階
」
は
「
一
楼
、
二
楼
」
と
言
う
。

「
週
間
」
は
「
星
期
」
で
、
「
月
曜
日
、
火
曜
日
、
・
・
・
」
は
「
星
期
一
、
星

期
二
、
・
・
・
」
だ
。 

日
本
語
の
「
鉄
鋼
」
は
「
鋼
鉄
」
、
「
言
語
」
は
「
語
言
」
と
、
ど
う
い
う
訳

か
逆
さ
ま
に
な
る
。 

「
会
社
」
は
「
公
司
」
、
「
社
長
」
は
「
総
経
理
」
、
「
提
携
」
は
「
合
作
」

だ
。
情
報
技
術
の
世
界
で
は
、
「
通
信
」
が
「
通
訊
」
、
「
情
報
」
が
「
信
息
」

で
あ
る
。 

物
理
学
の
世
界
で
は
、
「
中
性
子
」
は
「
中
子
」
、
「
中
間
子
」
は
「
介
子
」

と
、
「
原
子
」
や
「
電
子
」
に
あ
わ
せ
て
二
字
に
す
る
の
に
苦
労
し
た
跡
が
見
ら

れ
る
。
漢
字
の
本
家
と
し
て
、
何
か
ら
何
ま
で
日
本
語
に
合
わ
せ
る
の
は
プ
ラ
イ

ド
が
許
さ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

「
検
討
」
と
い
う
言
葉
は
中
国
語
に
は
な
く
、
「
研
究
」
な
ど
と
言
う
必
要
が

あ
る
。
中
国
人
と
の
交
渉
で
「
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
」
と
言
う
の
は
禁
句
で
あ

る
。
「
前
向
き
」
の
と
こ
ろ
だ
け
捕
ら
え
、
誤
解
さ
れ
る
怖
れ
が
あ
る
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
漢
字
を
使
っ
た
言
葉
で
、
日
本
語
が
中
国
語
と
違
う
も
の

は
、
日
本
人
が
独
自
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

中
国
の
「
ナ
マ
ズ
」
、
日
本
で
「
ア
ユ
」
に
化
け
る 

日
本
は
中
国
か
ら
漢
字
と
言
葉
を
大
量
に
取
り
入
れ
た
。
二
文
字
以
上
か
ら
な

る
言
葉
を
取
り
入
れ
る
と
き
も
、
通
常
は
文
字
と
そ
の
音
を
同
時
に
取
り
入
れ
た

が
、
中
に
は
文
字
の
み
取
り
入
れ
、
音
は
従
来
の
「
や
ま
と
こ
と
ば
」
を
そ
の
ま

ま
使
っ
た
も
の
も
あ
る
。
「
ク
ラ
ゲ
（
水
母
）
」
、
「
ア
ザ
ラ
シ
（
海
豹
）
」
、

「
フ
グ
（
河
豚
）
」
、
「
ヒ
マ
ワ
リ
（
向
日
葵
）
」
、
「
イ
チ
ョ
ウ
（
銀
杏
）
」

な
ど
が
こ
の
類
だ
。 
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こ
れ
ら
と
は
違
っ
て
、
「
や
ま
と
こ
と
ば
」
に
日
本
人
が
勝
手
に
漢
字
を
当
て

た
も
の
も
あ
る
。
「
エ
ビ
（
海
老
）
」
な
ど
が
こ
の
類
だ
。
「
エ
ビ
」
は
中
国
語

で
は
「
蝦
」
で
あ
る
。
「
ビ
ー
ル
」
を
「
麦
酒
」
と
し
た
の
も
日
本
人
だ
。
「
ビ

ー
ル
」
の
中
国
語
は
「
啤
酒
」
だ
。 

昔
の
中
国
で
は
、
現
在
と
違
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

中
国
語
の
表
記
を
借
り
た
の
か
、
日
本
人
が
当
て
字
を
作
っ
た
の
か
は
簡
単
に
は

分
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
般
に
当
て
字
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
上
記

の
よ
う
に
、
実
際
は
中
国
語
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。 

魚
の
漢
字
を
取
り
入
れ
た
と
き
、
中
国
に
も
日
本
に
も
い
る
著
名
な
魚
に
つ
い

て
は
、
も
ち
ろ
ん
中
国
で
使
わ
れ
て
い
た
正
し
い
漢
字
を
取
り
入
れ
た
。
例
え
ば
、

「
鯉
」
、
「
鮒
」
、
「
鯛
」
、
「
鮃
（
ヒ
ラ
メ
）
」
、
「
鰈
（
カ
レ
イ
）
」
、
「
鰻
」
、

「
鯨
」
な
ど
で
あ
る
。 

し
か
し
、
別
の
魚
の
字
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
。
「
ア
ユ
」
に
使
わ

れ
て
い
る
「
鮎
」
は
中
国
で
は
「
ナ
マ
ズ
」
で
、
「
ア
ユ
」
は
中
国
語
で
「
香
魚
」

と
言
う
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
日
本
人
は
「
ア
ユ
」
に
「
鮎
」
を
当
て

た
。
「
ア
ユ
」
を
珍
重
し
た
日
本
人
は
、
ど
う
し
て
も
一
字
に
し
た
か
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
は
余
り
に
も
姿
か
た
ち
が
違
う
魚
の
字
を
使
っ
た
も

の
だ
。
そ
の
た
め
、
今
度
は
「
ナ
マ
ズ
」
を
指
す
字
に
困
り
、
「
鯰
」
と
い
う
字

を
創
作
し
た
。 

「
鰊
（
ニ
シ
ン
）
」
、
「
鰤
（
ブ
リ
）
」
、
「
鰆
（
サ
ワ
ラ
）
」
な
ど
も
、
中

国
で
は
別
の
魚
を
指
し
て
い
た
と
い
う
。
「
ブ
リ
」
、
「
サ
ワ
ラ
」
は
、
漢
字
が

な
か
っ
た
た
め
、
別
の
似
た
よ
う
な
魚
の
字
を
借
り
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
「
ニ
シ

ン
」
は
中
国
語
で
「
鯡
」
な
の
に
、
日
本
で
は
ど
う
い
う
わ
け
か
「
鰊
」
も
「
鯡
」

も
使
う
。 

借
り
て
く
る
字
の
種
も
尽
き
る
と
、
し
か
た
な
し
に
日
本
独
自
の
文
字
を
作
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
国
字
で
あ
る
。
「
鰯
（
イ
ワ
シ
）
」
、
「
鱈
（
タ
ラ
）
」
、
「
鯱
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（
シ
ャ
チ
）
」
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。
前
に
出
た
「
鯰
（
ナ
マ
ズ
）
」
も
そ
う

だ
。
こ
の
う
ち
「
鱈
」
は
現
在
の
中
国
語
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
中
国
が

逆
輸
入
し
た
わ
け
だ
。
日
本
は
昔
か
ら
魚
の
先
進
国
だ
っ
た
の
だ
。 

日
本
で
は
中
国
と
違
う
も
の
を
指
す
言
葉
は
、
魚
の
名
前
に
限
ら
な
い
。
「
ジ

ラ
フ
」
を
「
麒
麟
（
キ
リ
ン
）
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
の
は
日
本
人
だ
。
中
国
で

は
「
麒
麟
」
は
架
空
の
動
物
で
、
「
ジ
ラ
フ
」
は
「
長
頸
鹿
」
と
言
う
。 

 

朝
鮮
の
言
葉
の
親
元
は
？ 

 

中
国
語
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
た
古
来
の
朝
鮮
語 

は
じ
め
に
ひ
と
言
。
現
在
日
本
で
は
、
韓
国
や
北
朝
鮮
で
使
わ
れ
て
い
る
言
語

に
つ
い
て
、
「
朝
鮮
語
」
、
「
韓
国
語
」
の
二
通
り
の
呼
び
方
を
し
て
い
る
。
し

か
し
、
過
去
千
年
以
上
に
渡
っ
て
朝
鮮
半
島
で
朝
鮮
民
族
（
朝
鮮
人
）
が
使
っ
て

き
た
言
葉
を
問
題
に
す
る
と
き
、
「
韓
国
語
」
は
適
切
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
で

は
「
朝
鮮
語
」
を
使
わ
せ
て
頂
く
。 

朝
鮮
人
の
名
前
は
す
べ
て
漢
字
の
音
読
み
で
あ
る
。「
李
承
晩
」
、「
金
大
中
」
、

「
金
日
成
」
な
ど
皆
そ
う
だ
。
現
在
は
ハ
ン
グ
ル
（
日
本
語
の
カ
ナ
の
よ
う
な
表

音
文
字
）
で
書
か
れ
る
が
、
元
は
皆
漢
字
で
あ
る
。
秀
吉
の
軍
隊
と
戦
っ
た
「
李

舜
臣
」
も
そ
う
だ
。
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
百
済
や
新
羅
の
時
代
の
王
族
の
人

名
も
そ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
国
語
が
入
っ
て
く
る
前
は
違
っ
た
わ
け
だ
が
、

中
国
語
の
伝
来
に
よ
っ
て
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
で
は
今
で
も
、

「
高
橋
」
、
「
鈴
木
」
、
「
田
中
」
、
「
小
林
」
な
ど
、
「
や
ま
と
こ
と
ば
」
で

で
き
て
い
る
名
前
が
多
い
の
と
は
大
違
い
だ
。 

現
在
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
る
地
名
も
、
元
は
皆
漢
字
で
あ
る
。「
釜
山
」
、
「
慶

州
」
、
「
浦
項
」
、
「
平
壌
」
な
ど
皆
そ
う
だ
。
「
松
島
」
は
「
ソ
ン
ド
」
、
「
水

原
」
は
「
ス
ウ
ォ
ン
」
、
「
平
沢
」
は
「
ピ
ョ
ン
テ
ク
」
な
ど
、
日
本
だ
っ
た
ら
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「
や
ま
と
こ
と
ば
」
が
使
わ
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
も
、
す
べ
て
漢
字
の
音
読
み
で
あ

る
。
私
が
知
っ
て
い
る
唯
一
の
例
外
は
「
ソ
ウ
ル
」
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
こ
だ

け
古
来
の
朝
鮮
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

こ
れ
に
引
き
替
え
、
日
本

で
は
ほ
と
ん
ど
の
古
く
か
ら
あ
る
地
名
に
「
や
ま
と
こ
と
ば
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

人
名
や
地
名
だ
け
で
は
な
い
。
普
通
名
詞
で
も
、
日
本
語
に
比
べ
て
漢
字
の
音

が
非
常
に
多
い
。
例
え
ば
、
「
山
」
は
「
サ
ン
」
、
「
川
」
は
「
カ
ン
」
（
「
江
」

の
音
か
ら
）
、
「
城
」
は
「
ソ
ン
」
、
「
東
」
は
「
ト
ン
」
、
「
西
」
は
「
ソ
」
、

「
南
」
は
「
ナ
ム
」
、
「
北
」
は
「
プ
ク
」
な
ど
で
あ
る
。
日
本
語
で
は
、
熟
語

で
な
く
単
独
で
使
わ
れ
る
時
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
に
は
「
や
ま
と
こ
と
ば
」
が
使

わ
れ
る
が
、
朝
鮮
語
で
は
漢
字
の
音
が
使
わ
れ
る
。
「
湖
」
を
「
ホ
ス
」
（
「
湖

水
」
か
ら
）
、
「
毛
皮
」
を
「
モ
ー
ピ
ー
」
、
「
傘
」
を
「
ウ
サ
ン
」
（
「
雨
傘
」

か
ら
）
と
言
う
の
も
同
類
だ
。 

こ
れ
ら
の
言
葉
の
対
す
る
古
来
の
朝
鮮
語
は
、
中
国
語
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
一
五
世
紀
に
ハ
ン
グ
ル
が
発
明
さ
れ
る
ま
で
、
朝
鮮

に
は
日
本
語
の
カ
ナ
の
よ
う
な
表
音
文
字
が
な
く
、
古
来
の
朝
鮮
語
を
書
き
記
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
本
語
の
「
訓
」
の
よ
う
な
も

の
が
一
般
的
に
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
も
、
も
う
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。 

そ
れ
に
ひ
き
か
え
日
本
語
で
は
、
中
国
語
が
入
っ
て
も
古
来
の
日
本
語
を
残
し
、

そ
れ
に
漢
字
を
対
応
さ
せ
た
。
い
わ
ゆ
る
漢
字
の
訓
読
み
で
あ
る
。
訓
読
み
に
よ

っ
て
、
カ
ナ
だ
け
の
文
章
に
比
べ
て
文
字
数
も
減
り
、
パ
ッ
と
見
た
だ
け
で
文
意

を
つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
訓
読
み
は
日
本
人
の
大
発
明
の
一
つ
だ
。
し
か
し
、

こ
の
た
め
、
同
じ
意
味
の
「
漢
語
」
と
「
や
ま
と
こ
と
ば
」
を
両
方
覚
え
る
必
要

が
生
じ
た
。
例
え
ば
、
「
山
」
、
「
川
」
、
「
日
」
、
「
月
」
、
「
手
」
、
「
足
」
、

「
父
」
、
「
母
」
、
「
黒
」
、
「
白
」
、
「
歩
」
、
「
走
」
、
「
増
」
、
「
減
」

な
ど
に
つ
い
て
、
す
べ
て
中
国
系
と
日
本
系
の
二
通
り
の
言
葉
、
つ
ま
り
漢
字
の

「
音
」
と
「
訓
」
を
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
ん
な
大
変
な
言
語
は
世
界
中
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に
ほ
か
に
な
い
だ
ろ
う
。 

朝
鮮
語
に
は
、
今
で
も
日
本
語
の
訓
読
み
の
よ
う
な
漢
字
の
読
み
方
は
な
い
。

従
っ
て
、
古
来
の
朝
鮮
語
は
す
べ
て
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
ざ
る
を
得
な
い
。 

 朝
鮮
語
の
漢
語
は
日
本
製
だ
ら
け 

現
在
の
朝
鮮
語
は
ほ
と
ん
ど
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
る
が
、
元
は
漢
字
の
も
の
が

多
い
。
そ
し
て
、
日
本
語
と
中
国
語
の
漢
字
表
記
が
違
う
言
葉
に
つ
い
て
見
る
と
、

朝
鮮
語
は
日
本
語
と
同
じ
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
前
に
日
本
語
と
中
国
語
が
違

う
例
と
し
て
挙
げ
た
、
「
会
社
」
、
「
検
討
」
、
「
自
動
車
」
、
「
汽
車
」
、
「
階

段
」
、
「
鉄
鋼
」
、
「
週
間
」
、
「
月
曜
日
、
火
曜
日
、
・
・
・
」
、
「
水
素
」
、

「
酸
素
」
な
ど
、
す
べ
て
朝
鮮
語
は
日
本
語
と
同
じ
で
あ
る
。
「
自
動
車
」
は
「
チ

ャ
ド
ン
チ
ャ
」
、
「
月
曜
日
」
は
「
ウ
ォ
リ
ョ
イ
ル
」
な
ど
、
耳
で
聞
い
た
り
、

ハ
ン
グ
ル
で
読
ん
だ
り
す
る
と
日
本
語
と
は
相
当
違
う
が
、
元
の
漢
字
は
同
じ
で

あ
る
。
と
言
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
す
べ
て
日
本
か
ら
伝
わ
っ
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
漢
字
を
使
わ
ず
ハ
ン
グ
ル
だ
け
と
い
う
の
は
、カ
ナ
だ
け
で
日

本
語
を
書
く
よ
う
な
も
の
で
、
よ
く
困
ら
な
い
も
の
だ
と
思
う
。
「
き
し
ゃ
の
き

し
ゃ
が
き
し
ゃ
で
き
し
ゃ
し
た
」
と
書
い
て
あ
っ
た
っ
て
、
何
の
こ
と
か
分
か
ら

な
い
。
「
貴
社
の
記
者
が
汽
車
で
帰
社
し
た
」
と
書
い
て
あ
っ
て
は
じ
め
て
意
味

が
分
か
る
。
し
か
し
、
現
在
の
朝
鮮
語
で
は
こ
れ
が
普
通
な
の
だ
。
も
っ
と
も
、

や
は
り
こ
れ
で
不
便
だ
と
、
一
時
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
漢
字
が
最
近
は
多
少

復
活
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

日
本
か
ら
伝
わ
っ
た
言
葉
は
、
日
本
で
音
読
み
さ
れ
る
漢
語
だ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
朝
鮮
語
で
「
待
合
室
」
を
「
テ
ハ
ッ
プ
シ
ル
」
と
言
う
が
、
こ
れ
は
日

本
語
の
「
待
合
室
」
を
そ
の
ま
ま
音
読
み
し
た
も
の
だ
。
「
待
合
い
」
と
い
う
の

は
「
や
ま
と
こ
と
ば
」
に
漢
字
を
当
て
た
も
の
で
、
中
国
語
に
は
こ
う
い
う
言
葉
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は
な
い
の
で
、
日
本
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
う
い
う
例
は
、
ほ
か
に
も
多
い
。
「
取
り
扱
い
」
を
「
チ
ク
ッ
プ
」
と
言
う

の
も
同
類
で
、
こ
れ
も
中
国
語
に
は
な
い
言
葉
で
あ
る
。
現
在
の
朝
鮮
語
が
い
か

に
日
本
語
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
か
が
分
る
。 

 「
ワ
イ
シ
ャ
ツ
」
と
「
ジ
ー
パ
ン
」 

日
本
語
の
影
響
が
強
い
の
は
、
実
は
こ
れ
ら
の
漢
字
を
使
っ
た
言
葉
だ
け
で
は

な
い
。
現
在
の
日
本
語
に
欧
米
の
言
葉
の
「
カ
タ
カ
ナ
語
」
が
多
い
の
と
同
じ
よ

う
に
、
現
在
の
朝
鮮
語
に
は
「
ハ
ン
グ
ル
語
」
が
多
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
日

本
語
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。 

日
本
語
は
「handkerchief

」
を
「
ハ
ン
カ
チ
」
、
「television

」
を
「
テ

レ
ビ
」
、
「puncture

」
を
「
パ
ン
ク
」
な
ど
と
縮
め
る
の
が
得
意
だ
が
、
朝

鮮
語
で
も
同
じ
よ
う
に
縮
め
て
い
る
。 

ま
た
、
日
本
語
に
は
「shirt

」
を
「
ワ
イ
シ
ャ
ツ
」
、
「jeans
」
を
「
ジ
ー

パ
ン
」
な
ど
、
日
本
流
に
変
え
て
し
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
朝
鮮
語

で
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
」
、
「
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」
、
「
コ
ン
セ
ン
ト
」
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
に
は
な

い
英
語
（
？
）
も
ち
ゃ
ん
と
使
わ
れ
て
い
る
。 

朝
鮮
語
を
調
べ
る
と
、一
九
一
○
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
日
本
の
植
民
地

時
代
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
明
治
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
い
か
に
強
く
日

本
語
の
影
響
を
受
け
て
き
た
か
が
よ
く
分
る
。
日
本
も
朝
鮮
も
中
国
か
ら
漢
字
・

漢
語
を
取
り
入
れ
た
が
、
中
国
語
伝
来
の
時
代
に
は
、
日
本
よ
り
朝
鮮
の
方
が
は

る
か
に
強
く
中
国
語
の
影
響
を
受
け
た
。
し
か
し
、
近
年
の
朝
鮮
語
は
、
中
国
語

の
影
響
よ
り
日
本
語
の
影
響
を
は
る
か
に
強
く
受
け
て
い
る
。 

（
完
） 


